
 

 

 

 

 

 

9 月に入りました。相変わらず、大変暑い日が続いているなかで、新型コロナウイルスの感染が

広がらないようにしながら、松輝祭に向けて準備や練習が進んでいます。 

松輝祭は、9 月 22日(金)と 23 日(土)です。この期日に予定通り開催ができますよう、ご家庭で

の健康観察をお願いいたします。また、のどの痛みや頭痛、微熱など、かぜ症状等が少しでも見ら

れまたら、登校を控えていただきたいと思います。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 8月 26日(土)、今年度 2回目の PTA作業を行いました。1時間程

度の作業でしたが、朝から暑く、参加した皆さんは汗をかきながら

作業を進めていました。そのなかで、1 年生と保護者の方が協力し

合い、細かなところまできれいにしていただきました。 

 なお、夏休み中に、PTA 厚生委員会の皆様に洗濯していただいた

カーテンも、PTA作業で取り付けていただきました。 

 毎日、整備された環境のなかで気持ちよく学校生活を送ることができています。ありがとうござ

いました。 

【参加された方の感想】 

・暑いなか、大変でしたが、子どもたちも頑張って作業をしてくれていました。親子で作業に参加

でき良い経験になりました。 

・作業に参加させていただくことで、学校の周りなど校内を知ることができ、とてもよかったです。 

 

 

 

 8月 28日（月）、PTA学年部・子育て委員会の皆様、生徒会保健・

給食委員会の正副委員長の皆さんが参加して、学校保健委員会が

行われました。今年度のテーマは、「基本的生活習慣」です。 

第五中学校畠山正幸校長先生を講師として、「メディアに関わる

使用時間と睡眠について」のご講演をいただきました。講演では

「子どもたちに頑張れというのではなく、頑張れるための心と体

の準備をしてあげることが大事であり、睡眠や朝食が、基本的生活

習慣の上で大切であること。インターネットや電子メディア機器をこれからも使っていく生徒に、

自らの責任で考えて行動できる力を育てることが大切であること」等を教えていただきました。 

【参加された方の感想】 

・リアルな一中生のデータがとても参考になりました。自律力がとても大事なのでしっかり考えて

伝え、実践していけたらと思います。 
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PTA作業ありがとうございました 

 

学校保健委員会を開催しました 



 

 今日から 2学期ですね。夏休み中、生徒のみんなは元気かなあ、どんなことをして過ごして

いるかなあと思いながら今日を迎えました。お盆の帰省やお墓参りなどご家族で大事なひととき

を過ごした人もいると思います。残念なことですが、国内外で大きな災害や事故が続きました

ね。そんな中、みなさんに会えて、そして、またこうやって 2学期をスタートできたことが大変

ありがたく、感謝しています。 

さて、今年度の生徒会スローガンをもう一度思い出してみましょう。 

1学期は、「自ら」向き合い、考え、行動する生徒会を目標とし、そ

して、２学期は、スローガンを「共に」向き合い、「共に」考え、「共

に」行動する生徒会へと、目標を高めていくことを、皆さんは目指して

います。 

生徒会スローガン、「糸」に関わって、今日はお話をします。 

糸を集めて織ったら、布、織物になります。織物は、縦糸と横糸の織り方の違いで、大きく分

けて 3つの種類があります。三原組織と言われていますが、簡単に紹介します。 

1つ目は平織です。縦糸と横糸が 1本ずつ交互に織られています。一

番基本的な織り方です。2つ目は、綾織。2本おきに交差して、斜めの

模様が現れる織り方です。そして、朱子織。縦糸だけが表面に長く浮い

て交差する点が少ない織り方です。 

もっとも、強くて丈夫なのはどの織り方でしょうか？それは、「平

織」なんです。どうしてでしょうか？平織と朱子織を比べてみましょ

う。2つの織り方の違いはどんなことですか？平織の方が交差している

点が多いです。1本ずつ上に行ったり下に行ったりして交差しています

ね。そうです。だから、平織は強くてじょうぶなのです。つまり、交わ

りが多いと強くてじょうぶと言えるのです。 

2学期。生徒会スローガン「自ら」が「共に」になります。1学期、皆

さんは一人ひとりが日々の学校生活に誠実に取り組んで、自分の心を撚

って、強い糸のようにと、成長をしてきましたね。その一人ひとりが、

周囲の人たちを意識し「共に」進んでいきます。「共に」進んでいくた

めに、お互いに積極的に関わり、交わっていくと、平織のように、仲間

として、学校としてさらに強い絆も生まれるのではないでしょうか。時には、意見が衝突するこ

ともあるでしょう。そんな時、「あの人なんかもう知らない」と関わりをなくしてしまうのでは

なく、お互いの意見を聞いたり話し合ったりして、交わりながら進んでいってほしいと願ってい

ます。それが本当の意味で「共に」ということだと思います。(中略) 

平織のように大いに交わり、関わり合って全校の強い絆を生み出して

いきましょう。 

  「共に」向き合い、「共に」考え、「共に」行動する 2学期になり

ますように。みんなで、2学期も進んでいきましょう。 

 

 
学校ホームページ http://www.school.umic.jp/ueda1/ 
 

2学期始業式 ～校長講話より～ 

 


